
は じ め に

新任時代の失敗談です。子どもの頃からの夢だった小学校教師と
してついに働くこととなった私は、三重県から大阪府に移り住み、
「子どもたちと楽しい時間を過ごしたい」「子どもたちに分かりやす
い授業を心がけたい」と、はじめて出会う子どもたちとの時間を楽
しみにしていました。しかし、そんな思いは1か月もたたないうち
に見事に崩れ去っていったのです。
授業では、子どもたちは学習に取り組むことはなく、学習とは関
係のないことをしていました。特に私語が目立ち、私の声は子ども
たちにはまったくといっていいほど届いていないのです。いわゆる
「学級崩壊」という状態でした。そして、次第に私と子どもたちの
関係はぎくしゃく。子どもたちからは、「先生は、私たちの話を聞
いてくれない」「先生は、差別をしている」という不満の声が上が
るようになりました。もちろん、そんなつもりはまったくなく、力
も経験も不足している当時の私なりに、精一杯取り組んでいるつも
りでした。しかし、現場の子どもたちは、実際、そのように私のこ
とをとらえていたのです。
｢子どもたちにどのように話したら、私の声が届くのだろうか？」
｢どんなふうに言葉かけをすれば、子どもたちは振り向いてくれ
るのだろうか？」
そんなことをずっと悩み、考え続けていました。
それから、授業のことや学級経営のことを、さまざまな授業参観
や実践発表から学びを積み重ね、研鑚に力を注いでいきました。ま
た、先人の教育者の過去の実践や心理学・コミュニケーション学に
ついても学びました。その学びの中には、実際、「すぐれた実践」
がありました。読んだり聞いたりしても、子どもたちが活き活きと
学習に取り組み、授業者と学習者がともに学びを生み出している姿
がありました。
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そして、あることに気が付きました。すぐれた実践をしている教
師の共通点。それは、
話し上手ではなく、聞き上手

だということ。新任時代の私は、ずっと「話し上手」を目指してい
ました。また、いかに丁寧な板書をするか、いかにスムーズな学習
の流れを考えるか、そんなことばかりに意識を向けていたのです。
もちろん、それらも大切なことではありますが、「子どもたちの声
に耳を傾けていなかった」のです。
子どもたちにとって、よりよい学習活動を生み出すためには、「話

し上手ではなく、聞き上手であれ」でなければなりません。そこで、
本書では、
・なぜ、教師にとって聞く力が必要なのか
・教師としての聞く力を高めるためにはどのような思考が必要か
・教師としての聞く力を高めるスキルには、どのようなものがあ
・るのか
つまり、教師としての聞く力の「あり方（マインド）」と「やり方（ス

キル）」の双方を記させていただきました。ページをめくっていた
だき、ともに「聞き上手」な教師について考えていきましょう。そ
して、子どもたちの声を聞く力を少しでも高めていただき、明日か
らの実践のお役に立てればと願っています。

丸 岡 慎 弥　　
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表情を通して語りかけてくる

　人は、自分の感情を無意識に表情に示すものです。嫌なことがあれば
無表情になって下を向き、良いことがあれば笑顔で上を向いて歩きま
す。特に1年生の子どもたちが、「何かを隠す」「こんなことは知られた
くない」などといった気持ちを持ち合わせることはほとんどありません。
　本人も無意識のうちに、感情が表情に出てきます。

キャリブレーションを知ろう

　無意識に出る表情などから相手の情報を得ることを、「キャリブレー
ション」といいます。
　相手の心理状態を言葉以外から認識していくことで、具体的には、表
情のほか、その動き、呼吸のスピード、声のトーンやテンポ、仕草など
から感情を見取ります。
　子どもたちと話すときには、話している内容だけではなく、表情はも
ちろん、姿勢、声などにも細かく注意を向けていくことで、本当の気持
ちが理解できるようになります。
　こうした視点をもって、子どもたちの様子を日頃から観察する癖をつ
けていくようにしましょう。
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LESSON

１年生の子どもたちは、表情でいろいろなことを語りかけてくる
傾向があります。その表情をよく観察し、子どもたちの感情を理
解していきましょう。

｢聞く」はまずは
「表情」チェックから
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すべての時間を把握できないからこそ

　教師は「子どもたちのことを見る」ことが仕事の1つだとはいえ、1人
の子どもだけをずっと見続けることはできません。学校外はもちろん
のこと、休み時間もそれぞれに過ごしていますし、授業中であってもど
の子がどのような様子でどのような感情をもっていたのか、すべてを把
握することは不可能です。
　だからこそ、子どもと向き合ったり、話をしたりする機会を逃さず、
子どもたちのちょっとした表情からもあらゆることを知ろうと意識を向
けていきましょう。

特に朝の登校の時間、夕方の下校の時間の子どもたちの表情は要
チェックです。気になることがあれば、躊躇せずに話しかけましょう。

ADVICE !
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｢今日、がんばりたいことは？」
聞き方の例

02

LESSON

時間割によって子どもたちの1日のスケジュールが決まります。
これをうまく活用して子どもたちの自己選択力・自己決定力を育
てましょう。

がんばりたいことを
聞いて自己選択させる

｢全部！」と言う子がいます。意欲や元気が感じられていいのですが、「そ
の中でも特にがんばりたいことは？」と問いかけることで、自分で選択す
る練習をさせていきましょう。

N G  !
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時間割を有効活用

　学校生活には、必ず「時間割」があります。その日学ぶべきことが決
められたものではありますが、視点を変えれば、それは「自分ががんば
りたいことのメニュー」のようなものともいえます。ぜひ、この時間割
というツールを活用しましょう。
　特に、朝の会が有効です。「今日、がんばりたいことは？」と問いかけ
ることで、子どもたちは「私は体育！」「僕は算数！」などというように
自己決定する機会を設けることができます。

大切なことは子どもの声から　

　こうした問いかけで大切なのは、子ども自身に「自分で選んでいる」と
いう感覚をもたせることです。教師から「運動会が近づいているので、
体育をがんばりましょう」と呼びかけるのではなく、「運動会が近づいて
いるから、体育をがんばろう」と子どもたちが言いたくなるような環境
をつくっていくように仕掛けていきます。
　「大切なことは子どもから言わせる」ことを意識してみてください。

｢がんばりたい！」は見通しをもつこと

　｢どうしようかな？」「何にしようかな？」と考え、選んでいくために
は、まず、その日1日で何が行われるのかを子どもたちが知っているこ
とが前提です。教師の問いかけで、子どもたちは教室の時間割を確認し、
1日に何が行われるかをチェックしてから、「がんばりたいこと」を決定
していきます。
　つまり、｢今日、がんばりたいこと」を聞くことは、子どもたち自身が
1日の見通しをもつことにもつながります。

だんだん慣れてきたら、「具体的には？」と聞くようにします。理由を
考えさせることは、自分のめあてを立てることにつながります。

FOLLOW UP !
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解決するのは子どもたち自身

　｢トラブルは起こってほしくない」「解決できるか不安だ」などと、担
任経験の浅い先生であれば、そのように考えてしまうこともあるかもし
ません。しかし、そうした思いを抱いてしまっている先生には、ぜひ、
次のことをお伝えしておきたいです。
　｢トラブルを解決するのは、トラブルを起こしてしまった子どもたち
本人であり、教師はその手助けをするにすぎないということです。

まずは子どもたちの話を聞くことから

　子ども同士のトラブル解決の際、教師の役割を「手助け」とした場合
に、具体的にできることとは何なのでしょうか。まず、真っ先に教師が
しなければいけないことは、トラブルの当事者となった子どもの話を聞
いて、受け止めてあげることです。
　人は話すことによって、自分の行動や気持ちを整理し、自分自身を見
つめ直すことができます。まだ幼い1年生の子どもたちであっても、そ
れができます。そして、自分が起こした「良くなかったこと」を発見する
ことができます。
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LESSON

子どもたちのトラブルをスッキリ解決できるかどうかも、教師の
聞く力にかかっています。１年生の特徴をとらえて対応していき
ましょう。

まずは子どもの話を
まるごと受け止める
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話を聞いてから問いかける

　トラブルに関わった子どもの話を聞くことで、その子ども自身が自分
のあやまちに気が付くことができれば、自分の悪かった点を自らの言葉
で反省し、語れるようになるものです。しかし、ここで言い出しにくそ
うな表情や態度をみせたり、言葉にできなかったりする子もいます。そ
うしたときにはじめて、教師の「問いかけ」というサポートが力を発揮
します。
　まずは話を聞いて受け止めること、そして、問いかけること。この順
番を基本として丁寧に対応していくと、トラブルは最小限でスッキリと
解決することができるでしょう。

トラブルは、本人に解決させるものとして、あくまでも「必要であれ
ば聞く→必要であれば問いかける」という意識をもちましょう。

ADVICE !
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